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からして、徐々に患者数が増えていくだろうと考えて
いたのですが、開院して8か月、予想より多くの患者
さんが来ています。
――ホームページの中で「心療内科は身体医学に精通

し、かつ心の病の診療技法を習熟した内科の専門医が

診るべき領域」と述べられていますね。

唐渡 心療内科は、ベースには内科医としての出発が
あり、身体疾患が診療できるのが前提です。いまは、
「心療内科」という言葉だけが先行していて、例えば、
精神科の医師がメンタルだけを診ている場合でも、患
者さんが受診するのに抵抗が少ないというような意味
合いだけで心療内科と標榜している診療所もあるよう
です。しかし、これでは患者さんも心療内科と精神

科・メンタルクリニックとの違いがわかりませ
ん。
「心身症」は、ストレスを原因として全身に

病気が出ることです。広くとらえるとストレス
に関わらない病気はほとんどないといえるほど
です。ストレスと因果関係が深い疾患として代
表的なものに喘息やアトピー性皮膚炎がありま
す。たとえば、皮膚科などに通院してもなかな
か治らなかった患者さんが、ストレスから症状
がきているという見地から当院で治療したこと
で、症状が改善した例もあります。
――薬では、漢方薬を積極的に取り入れていると

お聞きしましたが。

リラックスできる院内空間で
“患者満足”を徹底
とわたり内科・心療内科 院長 唐渡雅行

ストレス病＝心身症を診る診療科として、心療内科の数が増加傾向

にある。現代病ともいえるメンタルヘルスに対する患者ニーズが高ま

る中、昨年6月、JR名古屋駅から徒歩5分の場所に開院した、とわた

り内科・心療内科では、リラクゼーション・スペースを設けるなどの

患者への配慮が好評を得ている。

患者の立場を常に考えて行動する唐渡雅行院長に診療所経営のポイ

ントをうかがった。

最前線レポート

自院の情報を積極的に公開し
来院の抵抗感を抑える

――「内科」と「心療内科」と標榜されています。ど

ちらの患者さんが多いのですか。

唐渡 心療内科が主体ですが、そもそも、「内科」と
「メンタル」をあえて区別することはないと思うので
す。「体の調子が悪い」と思っていても、実はこころ
の問題ということもありますし、その逆の場合もあり
ます。そういう意味で「トータルで人間そのものを診
る」クリニックといえます。実際に来院されているの
は、8割方が心療内科の患者さんです。診療科の特性

広く落ちついた雰囲気の待合室。間接照明がくつろぎの空間を演出している
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“リフレクソロジー”とは、手や足の裏が身体の各
臓器と呼応しているという考え方に基づくヒーリング
です。具体的には、足の裏や手のツボを指で刺激する
のですが、単に気持ちよいだけではなく、身体のどの
部分にどのような問題があるのかを見極める際の情報
収集にもなっています。そのため、疾患部分などリフ
レクソロジーで得た患者さんの体に関する情報は、あ
らかじめ私に届くようになっています。
印象的な例では、不安と緊張がすごく強く、どこの
メンタルクリニックにもなじめない患者さんがいまし
た。私の診療では、まだ十分緊張が取れませんでした
が、リフレクソロジーを受けていただきましたら、見
違えるように表情がリラックスして、スタッフとコミ
ュニケーションできるようになったのです。もともと、
心療内科は待ち時間が長くなりがちなので、待たされ
ている感覚を少しでも減らそうという意味合いもあ
り、リフレクソロジーの設備を併設したのですが、効
果はそれ以上のものがあります。
また、心療内科へ来る患者さんには家族の方が付き
添ってくるケースもあります。家族の方は、とても疲
労されている場合が多いのですが、当クリニックで患
者さんを診察している間は医療のプロがいるわけです

シンプルですっきりとした診察室

唐渡 身体に諸症状があらわれた場合、頭が痛いから
頭痛薬、胃の調子が悪いから胃薬、というような対応
をしていると薬の量がすごく増えてしまい、副作用の
心配も考えられます。その点、漢方薬は、身体全体の
バランスをトータルにとらえますので、多くの薬を処
方しなくても済みます。もちろん、漢方のみで不十分
なときには、西洋医学との併用で治療します。
――メンタル面に関係する疾患においては、医療機関

に行くことに抵抗を持っている方が日本の場合多いの

ではないかと思うのですが。

唐渡 当クリニックの所在地や診療科の特性からでし
ょうが、半数以上の患者さんはホームページを見てか
らいらっしゃいます。当クリニックの良さを分かって
いただけるように動画を取り入れるなどしています。
診察室や待合室の様子、自分のプロフィールなどを積
極的に公開しており、このことが、来院への抵抗感を
少しでも減らしているのではないかと思います。です
から、患者さんは当クリニックがどういうことを行っ
ているのかを、ある程度理解してから来院されている
ようです。
それと、やはり口コミが大きいですね。実際に、来
院された患者さんからの紹介というケースが多いで
す。そういう意味では、サービスとして当然のことで
すが、診療に満足して帰っていただくことを一番大事
にしたいと考えています。そのためにも日々、スタッ
フとディスカッションを重ねて、少しずつでも患者さ
んの満足度が高まるように業務を改善しています。
そのほか、他の病院からの紹介やクリニック同士で
紹介しあうなどの連携も大切なことです。

アメニティの充足で
“待ち時間”を“リラックスタイムに”

――院内に一歩入ると、ホテルのような落ち着いた雰

囲気です。リラクゼーションルームをはじめとする設

備もほかのクリニックには見られないようなものです

ね。

唐渡 心と体は一体ですので、診療を待っている間も
患者さんに心身をリラックスしていただくことが大切
です。リフレクソロジーやウォーターベッドは緊張を
取り除く効果がありますから、患者さんには非常に好
評です。

■心療内科を含む一般病院数の年次推移　　  　　　各年10月1日現在

厚生労働省ホームページ資料より作成
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から、精神的に安心されているようです。
ここでは、患者さんだけでなく、家族の方もリラッ
クスして一息ついて、元気を回復していただければと
思います。
――広い待合室で、とても落ち着く雰囲気ですね。

唐渡 当初、クリニックの内装を「患者さんがリラッ
クスできる空間」をコンセプトに建築家に相談したと
ころ、待合室の色を白を基調にして、布製のソファな
どを設置することを勧められました。非常に高価なも
のですし、クリニックに合うだろうかとも思いました
が、建築家の方に「患者さんにリラックスしていただ
きたいなら、この内装に限る。ソファも医療器具のひ
とつと考えて選んだほうがいい」と言われ、その内装
を採用した結果、患者さんの反応は「非常にリラック
スできる」と好評で、私も満足しています。
――待合室にはティーサーバーなども設置されていま

すね。

唐渡 待ち時間というのは、マイナスのイメージがあ
りますが、いま、都会の生活では自分一人だけになれ
る時間が多くはありません。つまり、考えようによっ
ては貴重な時間といえますから、お茶でも飲んでリラ
ックスする時間を楽しんでもらいたいと考えたので
す。ただ、やはり医療機関ですから、使い捨ての紙コ
ップを使うなど、衛生面には細かい配慮をしています。
――女性に好まれそうな印象を受けますが、心療内科

の患者さんの中で、女性の占める割合というのはどれ

ぐらいですか。

唐渡 ここは比較的多く、患者さんの半分以上は女性
です。他のメンタルクリニックとは違うかもしれませ
ん。私も当初開院したときは、うつの男性がたくさん

来られると考えていました。場所柄もあるのかもしれ
ませんが、働く女性の方は昔と比べてキャリア志望に
なってきており、男性と同等以上のストレスを抱えて
いるようです。
重症なうつ病ではなくても、うつ状態になりかかっ
たり、不安障害・パニック障害の方もいらっしゃいま
す。おそらく医者にかかりたくても、どこに行けばい
いのか分からなかったり、適当なクリニックがなかっ
たのでしょう。そういう意味では来院しやすい場所を
提供できているのかなと思っています。

理念を徹底し、クリニック全体で
患者満足を追求

――施設とともに、スタッフの方々の対応がすごく丁

寧ですね。教育が行き届いているという印象を受けま

す。

唐渡 理念を院内全体で共有することが前提だと思う
のです。私が考えているのは、自分が患者さんの立場
に立ったとき、「こうして欲しい」と思うことを常に
考えて行動することです。待ち時間をなるべく削減す
るにはどうすればいいのか、患者さんがイライラして
いるときにはどうするのか、体の調子が良くない患者
さんがみえたときには、どう対応するのか。職員全員
で理念を共有し、相互理解の努力をすることに尽きる
と思うのです。
――理念を徹底するのはなかなか時間がかかるのでは

ありませんか。

唐渡 開院当初は毎週のようにミーティングを行いま
した。今は、月1回程度です。全体のミーティング以

個のスペースを確保したリラクゼーションルーム 様々な飲み物に対応したティーサーバー
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最前線レポート

外でも、スタッフ間でチーフ・スタッフが、疲れやス
トレスがたまっていそうな職員に個人的に話を聞くこ
とを心がけています。やはり、忙しくなってくると職
員もストレスを感じますから、職員のメンタルケアは、
本当にこれから大事になっていくのではないかと思い
ます。
――スタッフの皆さんが快く働ける環境でないと、患

者さんにもよい対応ができないということですね。

唐渡 私ができることはごく一部です。全職員が力を
合わせなければ良い運営はできません。受付の応対も
重要な役割ですし、トータルで患者さんに満足してい
ただかなければなりません。

十分に話を聞く←→ 待ち時間の短縮
相反するテーマを克服したい

――現代はストレス社会ですし、今後は患者さんがど

んどん増えていくのではないかと思います。

唐渡 それはもう間違いないですね。今、多少景気が
上向いてきてはいますけれども、やはり人員削減・リ
ストラという厳しい経済状況の中で、サラリーマンや
OLの方のストレスは非常に増加していることを日々
感じます。私も産業医の経験がありますので、そうし
たストレスを抱えた方を診たことはたくさんありま
す。うつ病、あるいは不安状態の患者さんはまだまだ
増えていくと思われます。
しかし、潜在的に精神的に弱っている方がたくさん
いても心療内科にかかりにくいのが現状だと思いま
す。心理的なバリアがありますし、どこのクリニック
にかかっていいのかもわからない。家の近くの内科に
かかっていても、十分な診療がなされていないケース
もあるでしょう。ですから、そういう障害を少しでも
取り除いていきたいと思うのです。
――開院して間もないわけですが、将来展望をどのよ

うに考えていますか。

唐渡 将来というより、まずは足場を固めることが肝
心ですので、今のクリニックを、もう少し確固たるも
のにしていきたいと考えています。正直に申し上げて、
患者さんの数がこれ以上増えても、診療が不可能です。
心療内科の性格上、一日100人の診療をしたいと思っ
て開院したわけではありません。経営的には患者さん
が少なければ不安になりますが、これ以上増えて欲し
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いという気持ちよりも、今いる患者さんを大事にした
いのです。
また、患者数が増えることで待ち時間が長くなり、

診療時間がだんだん短くなってしまい、十分に話を聞
けないようなことだけは避けたいのです。待ち時間と
の戦いは心療内科の宿命ですけれども、あきらめるの
ではなく、どうすれば少しでも短い待ち時間でゆっく
りお話をうかがうことができるかを追求・努力してい
かなければなりません。実は、患者さんを40～50分も
待たせてしまいますと、それが私自身のストレスにな
ってしまうのです。いくら設備やスタッフがよくても、
私だったら1時間も待つのは辛いと感じてしまいます
からね。
もう1つは、自由診療を取り入れてみようと考えて
います。現在の医療では、1人の患者さんに5分診察し
ても、1時間診察しても、同じ料金ですが、それは常
識的に考えてフェアではありません。時間をかけて、
じっくり話をうかがおうとすればするほど、経営的に
苦しくなってしまいます。現実問題として、経営が成
り立たないといけませんので、自由診療を導入せざる
を得ないのかなと思います。
（取材協力：税理士法人創経／構成：本誌編集部　茂木　健）
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